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格の遵守などを含む「規定的アプローチ」，過去の

事例及びその教訓から対策を検討する「遡及的アプ

ローチ」，いまだ出現していない，あるいは共有，公

表されていない潜在的な危険性を特定し，それを回

避するための「予測的アプローチ」が挙げられてい

る。とりわけ，新しい技術の導入においてはこの予

測的アプローチが「安全性評価にとって本質的な構

成部分」であるとされ，重要視されている。予測的

アプローチのうち最も一般的に使用される方法とし

て「故障モードと確率分析」，「確率的安全性評価」，

「リスクマトリクス」が紹介されており，これらの

手法を用いた予測的分析を適切に行うことで，潜在

的なリスクとそれにより引き起こされる臨床結果の

重大性の特定に役立ち，その事象の発生リスクが高

い場合にはインフラ構成要素や臨床過程の改善，再

設計などの対策を要することが提言されている。

　具体的には本書の「6. 結論と勧告」で，製造業

者，治療従事者，リスク情報の管理について次のよ

うに勧告している。「製造業者は自発的に効果的な

安全インターロック，警報および警告，セルフテス

ト機能，使用者が理解できる言語でのユーザーイン

ターフェースなどを自社装置に組み入れること，国

際規格を遵守すること，全ての安全対策はソフトウ

エア，ハードウェアの両者に適応すること」，「訓練

を 3つのレベルで再検討する。新技術について臨床

および物理学レベルで深い理解を得る訓練，使用す

る装置と技術に特化した訓練，臨床で使用される前

にそれに必要な能力を獲得するための訓練」，「リス

ク情報に基づいた品質管理試験と確認事項の選択お

よび開発をリスク評価の予測的手法を用いて製造業

者と協力して実施する」，これらを組み合わせた安

全手法が要求されている。

　新たな治療技術の導入に伴い洗練された放射線治

療が可能になってきたが，一方で従来の治療方法と

比較すると非常に複雑化してきた。治療機器の制御

や情報管理においてはコンピューターが不可欠にな

っている。指摘されているように新たな技術の導入

に際しては，教育，訓練が重要である。当然，新技

術を用いた治療の臨床的な妥当性についてもよく議

論されるべきである。本書では新技術の利用におい

て様々な段階で様々な原因による安全面でのリスク

を指摘しているが，「改善を達成しなければならな

には，様々な判断が必要である。本書は，福島第一

原発事故を通して，報道が提供する情報と人々の放

射線理解の間には何が足りず，何が障壁となってい

るのかを示唆するものとなっている。

（吉原有里　お茶の水女子大学　生活科学部）
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　放射線治療の目的は腫

瘍に線量を集中させ，周

囲の正常組織への線量を

極力低減させて，がんを

根治あるいは症状を緩和

することである。近年の

情報技術，工学技術の進

歩に相俟って，放射線治

療技術は急速な進歩を遂

げてきた。定位放射線治

療や強度変調放射線治療，更には粒子線治療などが

その代表例として挙げられる。当院でも重粒子線医

学センターが新たに建設され，2010 年 3 月より治

療を開始し，2013 年 12 月現在までに 900 人以上の

患者に対して治療を行ってきた。

　こうした新たな治療技術における安全性の確保の

ために出版されたのが本書である。本書は国際放射

線防護委員会（ICRP）の主委員会によって 2009 年

9 月に承認され 2010 年 6 月に刊行された Preventing 

Accidental Exposures from New External Beam Radia-

tion Therapy Technologies（Publication 112）を ICRP

の了解の下に翻訳された勧告である。

　新たな外部照射放射線治療における安全性の確保

を目的とした内容に重点が置かれており，安全性確

保のためのアプローチ法として規則や規範，国際規
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（ISBN978─4─89073─234─0，B 5 判 79 頁，定価本体

4,300 円，丸善出版（株）， 03─3512─3256，2013 年）

いという避けることのできない重圧と便益を実現し

たいという願望にも関わらず，新技術の導入は総じ

てよく管理されてきた」と評している。今後も新た

な治療技術が生まれ，臨床応用されることは想像に

難くない。安全性の確保は引き続き重要なテーマで

あり続けると考えられる。

　患者にとってより良いがん治療を提供することが

放射線腫瘍医の最大の目標である。その目標を達成

するため新たな治療技術が開発され，臨床応用され

てきた。新技術を利用するに当たっては，潜在的リ

スクの特定とその回避方法の策定を行い，安全な治

療を提供することが必要不可欠である。そのため本

書は新たな放射線治療技術を導入した，又はその予

定がある施設の従事者にとって必読であるといえ

る。現在運用している放射線治療技術の安全性を再

確認するといった意味でも，全ての放射線治療従事

者にとって一読すべき書籍である。

（中野隆史　群馬大学大学院医学系研究科

腫瘍放射線学分野）　　　　　 　　　　
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